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安全な使用のために 

このマニュアルの取り扱いについて 

 このマニュアルには、当製品を安全にご使用いただくための重要な情報が記載されています。当製品をご

使用になる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、このマニュアルに記載されている『安全上の

注意事項』をよく読み、理解された上で当製品をご使用ください。また、このマニュアルは、当製品の使用

中、いつでも参照できるように、大切に保管してください。 

 

 富士通は、お客さまの生命、身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使っていただくために、細心の注

意を払っております。当製品を使用する際には、本マニュアルの説明に従ってください。 



i 

は じ め に 

 VSP3710Bプリンタ装置は、グローバルサーバ、ビジネスサーバ（PRIMEPOWER、富士通S series、PRIMERGY6000）

に加えWindowsアプリケーションから印刷することが可能なVSP（Virtual System Printer）のドットライン

プリンタです。 

 本書は、本装置を使用するシステム設計者およびオペレータの手引きにすることを目的として解説したも

のです。 

 ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、本プリンタが十分に機能を発揮できますよう正しい取

扱いをお願いいたします。 

 

2016年4月 

 

 Microsoft、Windows、MS-DOS、Windows NT、Windows Server は、米国Microsoft Corporationの米国およ

びその他の国における登録商標または商標です。 

 

● 本文中の略語について 

 本文中では、Microsoft Windows NT Workstation operating system Version 4.0日本語版および

Microsoft Windows NT Server operating system Version 4.0日本語版をWindows NT 4.0、Microsoft 

Windows 2000 Professional 日本語版およびMicrosoft Windows 2000 Server 日本語版をWindows 2000、

Microsoft Windows XP Professional/Home Edition日本語版をWindows XP、Microsoft Windows Server 

2003 Standard Edition/Enterprise Edition日本語版をServer 2003、Microsoft Windows XP Professional 

x64 Edition日本語版をWindows XP x64、Microsoft Windows ServerTM 2003 Standard x64 Edition/Enterprise 

x64 Edition日本語版をServer 2003 x64、Microsoft Windows ServerTM 2003 Enterprise for Itanium-based 

Systems日本語版をServer 2003 IA64と表記しています。Windows NT 4.0とWindows 2000を同時に示す場合

はWindows NT 4.0/2000、Server 2003 x64とWindows XP x64を同時に示す場合はServer 2003/XP x64と表記

しています。 

 

 

警告表示について 

 このマニュアルでは、お客さまの身体や財産に損害を与えないために以下の警告表示をしています。 

 

  警告 

 「 警告」とは、正しく使用しない場合、死亡する、または重傷を負うことがあり得ることを示していま

す。 

 

  注意 

 「 注意」とは、正しく使用しない場合、軽傷、または中程度の障害を負うようなことがあり得ることと、

当該製品自体またはその他の使用者などの財産に損害が生じる危険性があることを示しています。 
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本製品のハイセイフティ用途での使用について 

 本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的用途を想定して設計・製

造されているものであり、原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量

輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システムにおけるミサイル発射制

御など、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対す

る重大な危険性を伴う用途（以下「ハイセイフティ用途」という）に使用されるよう設計・製造された

ものではございません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すこと

なく、本製品を使用しないでください。ハイセイフティ用途に使用される場合は、弊社の担当営業まで

ご相談ください。 

 

 この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制競技会（VCCI）の基準に基づくクラス A情報技術装置

です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が

適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 

 

［事業系の使用済製品の引取りとリサイクルについてのお願い］ 

・この製品の所有者が事業主の場合には、使用済後に廃棄される製品は産業廃棄物扱いとなり、廃棄す

る際にはマニフェスト伝票（産業廃棄物管理表）の発行が必要となります。 

・弊社では 1998 年より、法人のお客様から排出される弊社製品を「富士通リサイクルシステム」（有

料）にて回収、リサイクルし、資源の有効利用に取り組んでいます。製品所有者が弊社に廃棄を依頼

される場合には以下の Web サイトをご覧ください。 

http://eco.fujitsu.com/jp/「富士通リサイクルシステム」 

 

お 願 い 

● 本書を無断で他に転載しないようお願いします。 

● 本書は予告なしに変更されることがあります。 

All Rights Reserved, Copyright © 富士通株式会社 2007-2016 
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② Windows Server 2003/2000上のHOST PRINT（帳票管理サービス）を使用した

PrintWalker/PMによる接続（GS/PRIMEFORCE連携の印刷） 

PRIMEPOWER、富士通S seriesサーバ上のCJMSを使用したPrintWalker/BPCによる接

続（GS/PRIMEFORCE連携の印刷） 

1) オンライン状態でのJOBキャンセル 

PrintWalker/PMおよびPrintWalker/BPCからJOBキャンセルを行った場合、プリ

ンタはJOBキャンセルを認識した時点で受信データを破棄し、改ページ動作を行

った後に止まります。このため、次のデータを受信しても用紙位置を再設定す

ることなく印刷を再開することができます。 

1ページ内に6/81piが混在しているデータを印刷時にJOBキャンセルを行った場

合、用紙位置がミシン目に合わなくなるおそれがあるため、注意が必要となり

ます。 

2) オフライン状態およびエラー発生状態でのJOBキャンセル 

PrintWalker/PMおよびPrintWalker/BPCからJOBキャンセルを行った場合、プリ

ンタは受信データを破棄します。このため、次の印刷を開始する前に用紙位置

を再設定する必要があります。プリンタ内の行管理情報もクリアされています。 

1ページ内に6/81piが混在しているデータを印刷時にオフライン状態にし、【改

ページ】スイッチを押すと、用紙位置がミシン目に合わなくなるおそれがある

ため、注意が必要となります。 

③ Windows上のPrintWalker/PMによる接続 

PRIMEPOWER、富士通S seriesサーバ上のPrintWalker/BPCによる接続（PRIMEPOWER、

富士通S seriesサーバ上のアプリケーションからの印刷） 

PRIMERGY6000サーバ上のLANプリンタ制御オプションによる接続 

1) オンライン状態でのJOBキャンセル 

PrintWalker/PM、PrintWalker/BPCおよびLANプリンタ制御オプションからJOBキ

ャンセルを行った場合、プリンタはJOBキャンセルを認識した時点で受信データ

を破棄し、改ページ動作を行った後に止まります。このため、次のデータを受

信しても用紙位置を再設定することなく印刷を再開することができます。 

2) オフライン状態およびエラー発生状態でのJOBキャンセル 

PrintWalker/PM、PrintWalker/BPCおよびLANプリンタ制御オプションからJOBキ

ャンセルを行った場合、プリンタは受信データを破棄します。このため、次の

印刷を開始する前に用紙位置を再設定する必要があります。プリンタ内の行管

理機能もクリアされています。 

〔注意〕 VSP2600/3700/3801で設定可能なページ合わせ設定機能（JOB間および

JOBキャンセル時のページ位置合わせを行うタイミングの設定）は、本

プリンタにはありません。 

 

(7) 保護機能 

1) 印字デューティが高い場合、3分割印字により、印字ヘッドおよび電源を保護しま

す。 

2) 印字ヘッドの温度が規定値以上になると、3分割印字により温度上昇を防止します。 

3) 長時間連続印刷を行った場合、印字ヘッドを左右に移動させるシャトルユニット

の温度が規定値以上になると、一時的に印刷速度を落とし温度上昇を防止します。 

 

(8) 印字制限条件 

1) 連続改行は、1分間以上行わないでください。 

2) 5桁（パイカピッチ）以下の連続印字またはスペース動作は、5分間以上行わない

でください。 

3) 50％デューティ以上のパターンの連続印字は、1分以上行わないでください。 

4) 横罫線等の特定ドットの連続印字は、1分以上行わないでください。 
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(9) GS/PRIMEFORCEからの印刷時の注意事項 

GS/PRIMEFORCEからの印刷時、接続形態により印刷後の【改ページ】スイッチの動作

に違いがあるため注意が必要です。 

1) NMC代替（HOST PRINTのVSPサービス、NMC-LANゲートウェイ、Netcompo NMCサーバ

など）による連携 

・LUタイプ1 

ホストからページ長／改行ピッチ情報が指定された場合、【改ページ】スイッ

チはその値に従って動作します。 

・LUタイプ3 

【改ページ】スイッチはプリンタ装置の設定値に従って動作します。 

2) HOST PRINTの帳票管理サービス、PRIMERPOWER、富士通S seriesのCJMSを使用した

連携 

【改ページ】スイッチはプリンタ装置の設定値に従って動作します。 

(10) プリンタに標準装備していない文字を使用する場合 

プリンタに標準装備していない文字を帳票で使用した場合は、印刷処理中にプリン

タ側から文字フォント要求を通知し、上位装置から文字フォントのダウンロードが

行われます。このため、性能が低下しますので運用に先立ち十分な確認が必要です。 

［GS/PRIMEFORCE連携、PRIMEPOWER連携、富士通 S series連携、PRIMERGY/PRIMEQUEST

（共にRed hat Enterprise Linux）連携］ 

・プリンタ内に標準装備している文字 

JEF非漢字、JEF第一水準／第二水準、書式文字 

・上位装置からダウンロードを行う文字 

JEF拡張非漢字／拡張漢字 

ユーザ定義文字 

［PRIMERGY6000連携］ 

・プリンタ内に標準装備している文字 

JEF非漢字（明朝体）、JEF第一水準／第二水準（明朝体）、書式文字 

・上位装置からダウンロードを行う文字 

JEF拡張非漢字／拡張漢字（明朝体） 

JEF非漢字（ゴシック体）、JEF第一水準／第二水準（ゴシック体） 

JEF拡張非漢字／拡張漢字（ゴシック体） 

ユーザ定義文字 

(11) LAN-WAN-LAN環境で使用する場合 

VSPはサーバとの接続を維持するため、VSP～サーバ間で定期パケットを送受信する

ことによってポーリング処理やリトライ処理を行っています。 

これらの定期パケットはVSPとサーバとの接続形態にもよりますが、約30秒間隔で送

信されるものや、約2～3分間隔で送信されるもの等いくつか存在します。 

そのためVSP～サーバ間は常時接続状態が維持されることになるため、回線接続維持

に課金がされるWAN等が、VSP～サーバ間のネットワーク環境に存在する場合は接続

費用が発生します。 

上記の課金を防止するためには、VSP～対象サーバ間は必ず課金のかからないネット

ワーク環境（同一セグメント、専用線等）としてください。 

なお、上記の定期パケットは100～200バイト程度であり、LANトラフィックに大きな

影響を及ぼすことはありません。 

(12) 印字速度（通常／高速モード） 

通常／高速モードは、印刷すべきドットを単純に間引いて、高速性を実現していま

す。 

従って高品位モードと比較して、印字品質が粗くなりますので注意願います。 

特に複写伝票に印刷する場合は、印刷濃度が低下しますので注意願います。 

図形／イメージ印刷時は使用しないでください。 

OCR、バーコード等の読み取りは出来ません。 
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(13) 印刷可能領域について 

1) 印刷可能領域外への印刷における印刷品質は保証できません。 

2) 印刷可能領域外へ印刷を行うと、印字ヘッドの損傷等プリンタ装置の故障の原因

となる恐れがあります。 

3) 下端近くに印刷を行いますと、プリンタ装置が用紙切れを検出し、印刷が失敗す

ることがありますので、印刷可能領域内に印刷してください。余白を設定できな

いアプリケーションの場合は、以下の操作を行ってください。 

『プリンタ』フォルダのメニューから『ファイル』メニューの『サーバーのプ

ロパティ』にて余白を考慮した用紙を作成し、ご使用ください。 

(14) 印字ヘッド動作方向設定について 

印字ヘッド動作方向の初期値は、両方向印字になっています。 

このため、バーコード、図形、イメージなどを印刷する場合、正逆印字ずれが発生

することがあります。 

これらの印刷を行う場合は、セットアップの印字ヘッド動作方向設定で片方向印字

に設定することを推奨します。 

(15) PrintWalker/PMの印刷ページ操作について 

印刷中に【スタート／ストップ】スイッチを押して印刷を停止させ、PrintWalker/PM

の「操作」ボタンを押してから印刷ページを操作した場合、プリンタは受信済のデ

ータを破棄します。このため、次の印刷を開始する前に以下の手順で用紙位置を再

設定する必要があります。プリンタ内の行管理情報もクリアされます。 

［用紙位置の再設定手順］ 

【用紙微調送り▲／▼】スイッチを押して、印刷開始位置を調整する。 

(16) 節電モードについて 

上位装置から印刷データが送信されてこない、かつ操作パネルのスイッチが押下さ

れない状態が一定時間続くと節電モードへ移行します。 

節電モードへの移行時間に関する設定はセットアップモードで行ってください。

（「3.3.3 セットアップの設定内容」参照） 
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第２章 準 備 

 

本章では、梱包品の確認、装置の設置、LANケーブルの接続、電源ケーブルの接続、リボ

ンカートリッジの取り付けおよびソフトウェアのインストールについて説明します。 

2.1 梱包品の確認 

本装置の添付品用梱包箱をあけると、以下の添付品が収納されています。すべてが揃っ

ているかどうか確認してください。 

万一、欠品、破損がありましたら、恐れ入りますが担当営業または保守員にお問い合わ

せください。 

1.リボンカートリッジ（現地調整用） 

 

 

 

 

2.取扱説明書（CD-ROM 1枚) (本書） 

 

3.保証書 

 

 

 

 

 

4.連帳用紙 

 

5.CD-ROM 

 

 

 

 

 

6.用紙ドーム 

 

 

 

 

 

7.ガイド 

 

 

 

 

 

 

8.台座（4個） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本プリンタに LAN ケーブルは含まれていませんので、別途用意してください。

なお、LAN ケーブルの購入方法、その他不明な点については、担当営業まで

お問い合わせください。 

・ 保証書は大切に保管してください。 
 

 

 

お願い 















































































































































































































































 

 



安 全 デ ー タ シ ー ト 

 

 

                  会社名   ： 富士通株式会社 

                 問い合わせ先 

                  会社名   ： 富士通コワーコ株式会社 

                    住所    ： 神奈川県横浜市港北区新横浜２－５－１５ 

                    担当部門  ： 営業推進統括部 技術部 

                    電話番号  ： ０４５－４７９－０１４０ 

                    ＦＡＸ番号 ： ０４５－４７９－０１４１ 

         作成・改訂 ： ２０１６年２月１０日 

 整理番号 TR15-M006 

 

【製品名】DLP-A ﾘﾎﾞﾝｶｰﾄﾘｯｼﾞｾｯﾄ、DLP-B ﾘﾎﾞﾝｶｰﾄﾘｯｼﾞｾｯﾄ（ﾘﾎﾞﾝ・ﾘﾎﾞﾝｶｰﾄﾘｯｼﾞ・ﾘﾎﾞﾝｶｾｯﾄ）    （C） 

 

１．危険有害性の要約 
  GHS 分類  ：   本製品は、GHS 分類基準上、危険有害性のある混合物には分類されない。 

 

２．組成及び成分情報 
  化学物質・混合物の区別  ： 混合物（リボンにインクを含浸させている） 

  成分および含有量 

化学名 含有量（重量％） 
官報公示整理番号 

（化審法/安衛法） 

CAS Registry 

No. 

ソルビタン脂肪酸エステル 非開示 非開示 26266-58-0 

ポリオキシエチレンアルキルエテール 非開示 非開示 非開示 

黒染料 非開示 非開示 8005-02-5 

着色剤 非開示 非開示 67075-37-0 

黄顔料 非開示 非開示 6486-23-3 

   国連分類：該当せず           国連番号：該当せず 

   不純物として 1 重量％未満のジフェニルアミン及び 1 重量%未満のアニリンをインク中に含有する。 

 

３．応急措置 
  吸入した場合      ： 該当しない。 

  皮膚に付着した場合   ： 石鹸を使って水でよく洗い流す。 

  目に入った場合     ： １５分以上多量の水で洗い流した後、医師の診察を受ける。 

  飲み込んだ場合     ： 水でよく口の中をすすぐ。直ちに医師の手当てを受ける。 

 
４．火災時の措置 
  消火剤 

              ： 噴霧水、泡、粉末消火剤、炭酸ガス。ただし、機械内で燃焼した際には、電気 

                製品における火災と同様の方法で消火する。 

  使ってはならない消化剤 ： 情報なし。 

  特有の消火方法     ： 供給源を遮断し、消火剤を使用して消火する。 

  消火を行う者の保護   ： 情報なし。 

 



５．漏出時の措置 
  人体に対する注意事項、保護具及び  ： 保護具は特に必要ない。 

  緊急時措置 

  環境に対する注意事項     ： 情報なし。 

  封じ込め及び浄化の方法・機材 ： インキで汚れた場合は紙や布を使用して拭き取る。 

 

６．取扱い及び保管上の注意 
  取扱い 

  技術的対策       ： 火中に絶対投じない。カートリッジをこわしたり、分解したりしない。 

  局所排気・全体換気   ： 当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。 

  注意事項        ： 情報なし。 

  安全取り扱い注意事項  ： 情報なし。 

  保管 

  適切な保管条件     ： 火から遠ざけ換気のよい冷暗所に保管する。幼児の手の届くところに 

保管しない。 

 

７．ばく露防止及び保護措置 
  設備対策          当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。 

  許容濃度        ： 認定されていない。 

 

  保護具           当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。必要に応じて手袋を着用。 

  適切な衛生対策     ： 情報なし。 

 

８．物理的及び化学的性質 
  外観 

  物理的形状 

      形状                ： 帯状のインク含浸物 

      色                 ： 黒色 

      臭い                ： わずかな臭気 

      ｐＨ                ： データなし。 

      融点／凝固点            ： データなし。 

      融点、初留点と沸騰範囲       ： 沸点 １８０℃以上 

      引火点               ： １９０℃以上。 

      自然発火温度            ： データなし。 

      燃焼又は爆発範囲の上限／下限    ： 爆発限界 データなし 

      蒸気圧               ： データなし。 

      蒸気密度              ： データなし。 

      比重（相対密度）          ： データなし。 

      溶解性               ： 水溶（水）。 

      オクタノール／水分配係数      ： データなし。 

      分解温度              ： データなし。 

      粘度（２５℃）           ： データなし。 

      燃焼性               ： データなし。 

      重合の危険有害性          ： データなし。 

 



９．安定性及び反応性 
  安定性／反応性              ： 常温で安定。 

  危険有害反応可能性            ： 火気により引火の危険有り 

  避けるべき条件              ： 特になし。 

  混触危険物質               ： データなし 

  危険有害な分解生成物           ： データなし 

 

10．有害性情報 
  急性毒性（50%致死量） 

経口→LD50（ﾗｯﾄ）       ： >2000mg／kg（実質上無毒） 

経皮→LD50（－）        ： データなし 

吸入→LC50（－）        ： データなし 

  皮膚刺激性                ： 刺激性なし 

  皮膚腐食性                ： 腐食性なし 

  眼に対する重篤な損傷／刺激性       ： 刺激性なし 

  呼吸器感作性／皮膚感作性（モルモット）  ： 皮膚感作性なし 

  生殖細胞変異原性（変異原性）       ： AMES 試験 陰性 

  発がん性                 ： データなし 

  生殖毒性                 ： 処方成分として生殖毒性及び発生毒性物質文献２を 

                         含有せず。 

  特定標的臓器毒性（単回曝露）       ： データなし 

  特定標的臓器毒性（反復曝露）       ： データなし 

  吸引性呼吸器有害性            ： データなし 

  その他                  ： データなし 

  *1 類似物の試験結果からの予測 

 

11．環境影響情報 

  生態毒性 

  急性毒性    魚類 96 時間 LC50（ヒメダカ）      ： データなし 

          ミジンコ類 48 時間 EC50（オオミジンコ） ： データなし 

          藻類 72 時間 EC50（ムレミカズキモ）   ： データなし 

  残留性／分解性                      ： データなし 

  生体蓄積性                        ： データなし 

  土壌中の移動性                      ： データなし 

  他の有害影響                       ： データなし 

  *1 類似物の試験結果からの予測。 

 

12．廃棄上の注意 
  廃棄する場合は、「廃棄の処理及び掃除に関する法律」の一般廃棄物、またその地域の条例などに準拠した 

  方法で処理してください。 

 

13．輸送上の注意 
  国際規則             ： 非該当 

  国連分類             ： 非該当 

  国内規制             ： 非該当 



  輸送上の注意           ： 特になし。 

 

14．適用法令 
  インクを含浸したリボンとして、適用法令なし。（対象法令：PRTR 法*1、労安法第五七条の二通知対象物*2 

  消防法、毒劇法*3、化審法*4） 

  以下にインクとしての適用法令を記載する。 

  ＰＲＴＲ法第一種指定化学物質*1     ： ジフェニルアミンをインク部の成分比として０．７wt%含有。 

                        第一種指定化学物質（政令番号 203）に該当。 

                        アニリンをインク部の成分比として０．７wt%含有。 

                        第一種指定化学物質（政令番号 18）に該当。 

  労安法第五七条の二通知対象物*2     ： ジフェニルアミン（政令番号 277）が該当。 

                        アニリン（政令番号 19）が該当。 

  化審法*4                ： 不純物としてのジフェニルアミンが旧第 3 種監視化学物質 

                       （政令番号 27）に該当。 

  その他適用法令なし。（対象法令：消防法、毒劇法*3） 

  *1 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律 

  *2 労働安全衛生法 *3 毒物及び劇物取締法 *4 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 

 

15．その他の情報 
  本製品安全データシートは現時点で入手できた情報に基づいて作成しておりますが、構成成分やデータ・評価 

  内容を保証するものではありません。危険・有害性の評価は必ずしも充分ではないので、取扱いには十分ご注 

  意ください。また、内容を当社の許可なく一方的に改定・使用され、何らかの事故が発生した場合は、当社は 

  その責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

  CAS Registry Number(R) is a Registered Trademark of the American Chemical Society. 

  引用文献 
  （文献 1） ： ◇ IARC Monographs on the Evaluation Carcinogenic Risks to Humans 

           （WHO.IARC:国際癌研究機関） 

            TLVｓ and BEIs（ACGIH:米国・政府産業衛生専門家会議） 

            日本産業衛生学雑誌（日本産業衛生学会） 

            物質及び混合物の分類・表示・包装、及び指令 67/548/EEC と 1999/45/EC を改正・ 

            廃止、また規則（EC）No1907/2006 を改正することに関する規則（EC）No1272/2008 

           （CLP 規則） 

  文献 2：    ◇ 物質及び混合物の分類・表示・包装、及び指令 67/548/EEC と 1999/45/EC を改正・ 

            廃止、また規則（EC）No1907/2006 を改正することに関する規則（EC）No1272/2008 

            （CLP 規則） 
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               問い合わせ先 

                会社名  ： 富士通コワーコ株式会社 

                  住所   ： 〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜２－５－１５ 

                  担当部門 ：  営業推進統括部 技術部 

                  電話番号 ： ０４５－４７９－０１４０ 

                  ＦＡＸ番号： ０４５－４７９－０１４１ 

       作成・改訂： ２０１６年２月１０日 

 整理番号 TR15-M005 

 

【製品名】 DLP-A ﾘﾎﾞﾝｶｰﾄﾘｯｼﾞｾｯﾄ、DLP-B ﾘﾎﾞﾝｶｰﾄﾘｯｼﾞｾｯﾄ（ﾘﾎﾞﾝ・ﾘﾎﾞﾝｶｰﾄﾘｯｼﾞ・ﾘﾎﾞﾝｶｾｯﾄ）      （J） 

 

１．危険有害性の要約 
  GHS 分類：本製品は、GHS 分類基準上、危険有害性のある混合物には分類されない。 

 

２．組成及び成分情報 
  化学物質・混合物の区別  ： 混合物（リボンにインクを含浸させている） 

  成分および含有量 

化 学 名 含有量（重量％） 官報公示整理番号 

（化審法/安衛法） 

CAS Registry 

No. 

顔料 ＜35 非開示 非開示 

色材 ＜10 非開示 非開示 

脂肪酸 ＜35 非開示 非開示 

エステル油 ＜35 非開示 非開示 

  国連分類：該当せず   国連番号：該当せず 

 

３．応急措置 
  吸入した場合      ： 該当しない。 

  皮膚に付着した場合   ： 石鹸を使って水でよく洗い流す。 

  目に入った場合     ： 15 分以上多量の水で洗い流した後、医師の診察を受ける。 

  飲み込んだ場合     ： 水でよく口の中をすすぐ。直ちに医師の手当てを受ける。 

 

４．火災時の措置 
  消火剤         ： 噴霧水、泡、粉末消火剤、二酸化炭素。 

                ただし、機械内で燃焼した際には、電気製品における火災と同様の方法で 

                消火する。 

  使ってはならない消化剤 ： 情報なし。 

  特有の消火方法     ： 供給源を遮断し、消火剤を使用して消火する。 

  消火を行う者の保護   ： 情報なし。 

 

５．漏出時の措置 
  人体に対する注意事項、保護具及び ： 保護具は特に必要ない。 



  緊急時措置 

環境に対する注意事項     ： 情報なし。 

封じ込め及び浄化の方法・機材 ： インキで汚れた場合は紙や布を使用して拭き取る。 

 

６．取扱い及び保管上の注意 
  取扱い 

技術的対策          ： 火中に絶対投じない。カートリッジをこわしたり、分解したりしない。 

局所排気・全体換気      ： 当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。 

注意事項           ： 情報なし。 

安全取り扱い注意事項     ： 情報なし。 

  保管 

適切な保管条件        ： 火から遠ざけ換気のよい冷暗所に保管する。幼児の手の届くところに 

                   保管しない。 

 

７．ばく露防止及び保護措置 
  設備対策            当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。 

  許容濃度           ： 設定されていない。 

 

  保護具             当社指定機器で通常取り扱う場合は必要なし。必要に応じて手袋を着用。 

  適切な衛生対策        ： 情報なし。 

 

８．物理的及び化学的性質 
  外観 

  物理的形状 

      形状               ： 黒色インク 

      色                ： 黒色 

      臭い               ： 微臭 

      ｐＨ               ： データなし。 

      融点／凝固点           ： データなし。 

      沸点、初留点と沸騰範囲      ： データなし。 

      引火点              ： データなし。 

      自然発火温度           ： データなし。 

      燃焼又は爆発範囲の上限／下限   ： 爆発限界 データなし 

      蒸気圧              ： データなし。 

      蒸気密度             ： データなし。 

      比重（相対密度）         ： 約 1.0（インク）。 

      溶解性              ： 難溶（水）。 

      オクタノール／水分配係数     ： データなし 

      分解温度             ： データなし 

      粘度（25℃）           ： データなし。 

      燃焼性              ： データなし。 

      重合の危険有害性         ： データなし。 

 

９．安定性及び反応性 
  安定性／反応性        ： 常温以下では安定。 



  危険有害反応可能性      ： データなし 

  避けるべき条件        ： 特になし。 

  混触危険物質         ： データなし 

  危険有害な分解生成物     ： データなし 

 

10．有害性情報 
  急性毒性（50%致死量） 

 経口→LD50（ラット）        ： ＞2000mg/kg（実質上無毒） 

      経皮→LD50（－）          ： データなし 

      吸入→LC50（－）           ： データなし 

  皮膚刺激性                  ： 刺激性なし 

  皮膚腐食性                  ： 腐食性なし 

  眼に対する重篤な損傷／刺激性         ： 刺激性なし 

  呼吸器感作成／皮膚感作性（モルモット）    ： データなし 

  生殖細胞変異原性（変異原性）         ： AMES 試験 陰性 

  発がん性                   ： データなし 

  生殖毒性                   ： 処方成分として生殖毒性及び発生毒性物質文献 2を 

                           含有せず。 

  特定標的臓器毒性（単回曝露）         ： データなし 

  特定標的臓器毒性（反復曝露）         ： データなし 

  吸引性呼吸器有害性              ： データなし 

  その他                    ： データなし 

  *1 類似物の試験結果からの予測 

 

11．環境影響情報 
  生態毒性 

  急性毒性      魚類 96 時間 LC50（ヒメダカ）      ： データなし 

            ミジンコ類 48 時間 EC50（オオミジンコ） ： データなし 

            藻類 72 時間 EC50（ムレミカズキモ）   ： データなし 

  残留性／分解性                        ： データなし 

  生態蓄積性                          ： データなし 

  土壌中の移動性                        ： データなし 

  他の有害影響                         ： データなし 

  *1 類似物の試験結果からの予測。 

 

12．廃棄上の注意 
  廃棄する場合は、「廃棄の処理及び清掃に関する法律」の一般廃棄物、またその地域の条例などに準拠した方法 

  で処理してください。 

 

13．輸送上の注意 
  国際規則         ： 非該当 

  国連分類         ： 非該当 

  国内規制         ： 非該当 

 

 



 

14．適用法令 
  インクを含浸したリボンとして、適用法令なし。（対象法令：PRTR 法第一種指定化学物質*1、労安法第五七条 

  の二通知対象物*2、消防法、毒劇法*3、化審法*4） 

  以下にインクとしての適用法令を記載する。 

  ＰＲＴＲ法第一種指定化学物質*1      ： 非該当 

  労安法第五七条の二通知対象物*2      ： 銅及びその化合物、鉱油 

  消防法                  ： 危険物・第四類・第四石油類 

  *1 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律 

  *2 労働安全衛生法 *3 毒物及び劇物取締法 *4 化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 

 

15．その他の情報 
  本製品安全データシートは現時点で入手できた情報に基づいて作成しておりますが、構成成分やデータ・評価 

  内容を保証するものではありません。危険・有害性の評価は必ずしも充分ではないので、取り扱いには十分ご 

  注意ください。また、内容を当社の許可なく一方的に改定・使用され、何らかの事故が発生した場合は、当社 

  はその責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

CAS Registry Number(R) is a Registered Trademark of the American Chemical Society. 
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TLVｓ and BEIs（ACGIH：米国・政府産業衛生専門家会議） 

日本産業衛生学雑誌（日本産業衛生学会） 

物質及び混合物の分類・表示・包装、及び指令 67/548/EEC と 1999/45/EC を改正・廃止、ま   
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